別紙様式１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ボランティア被表彰等候補者推薦調書（個人）

	都道府県・指定都市・中核市名
	埼玉県


	推薦区分
	１　表　　　　彰　　　　　　　　　　　２　感謝状の贈呈

	ふりがな

氏　　名
	
	性　別
	生年
月日

	　
昭和　　年　　月　　日

　　　　（満　　歳）

	
	
	男・女
	
	

	ふりがな

現 住 所
	

	
	

	職　業


	１　自　　営　　業　　　　　４　主　　　　　婦　　　　　７　そ　　の　　他

２　常勤の被傭者　　　　　５　学　　　　　生
３　非常勤の被傭者　　　　　６　退　　職　　者

	活動実績


	「活動実績調書」に具体的に記入
すること
	主なボランティア

活動の通算年数
	　　　
年　　月

	推薦理由
	

	賞 罰 暦
	　平成○年○月　○○市市長表彰（○○○○○○功労）
　平成○年○月　○○県知事表彰（ボランティア功労）

	推薦順位
	○　位

	参考事項
	


【調書作成担当者】　　　○○市○○○○課福祉○○○係　　担当：○○
　　　　　　　　　　　　電　話：○○○○－○○－○○○○（内線○○○○）
　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：○○○○－○○－○○○○
活動実績調書（個人）

	都道府県・指定都市・中核市名
	埼玉県
	
	氏　　名
	


	区

分
	活　　動　　分　　野
	活　　　動　　　内　　　容

	主

な

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動
	（例１）

近隣の一人暮らし老人に対する食事づくり
（例２）
障害者施設での介助


	１．活動年数等

（１）活動始期　　　

（２）活動年数　　　　　　

（３）活動頻度　　　　　

（４）活動時間　　
２．各年毎（前年度までの過去３か年度を除く）の活動の具体的内容
（分野、頻度等）

　　

３．前年度までの過去３ヶ年の詳細な活動実績

　　



	その他のボランティア活動
	
	　


（記入要領）

１　調書の作成時点は、前年度末現在とすること。

２　調書の作成に当たっては、誤読のおそれのないよう書体に留意すること。

３　「推薦区分」欄については、１、２のいずれかに〇印を付すこと。

４　「氏名」欄については、間違いのないよう楷書で正確に記入するとともに、必ずふりがなを付す
　　こと。

５　「職業」欄については、１から７のいずれかに〇印を付すこと。

６　「活動実績調書」の主なボランティア活動の「活動分野」欄は、被表彰等候補者本人の活動のう
　ち、現在も継続している活動の中から、本人より聴取の上、原則として一つ選び記入すること。

　　ただし、例えば福祉分野の中で、高齢者を対象とした活動を１０年行い、その後障害者を対象と
　した活動を１０年行っている場合や高齢者に対する食事づくり活動を１０年行い、その後高齢者に
　対する介助活動を１０年行っている場合などは「活動分野」欄に併記して差し支えないこと。

７ 「活動実績調書」の「活動内容」欄は、当該ボランティア活動に対する評価を客観的に行うため、　

　できる限り具体的に、かつ、詳細に記入すること。

　(1) 「１ 活動年数等」について

　　ア　「(1) 活動始期」については、活動始期の年月を表示すること。

　　イ　「(2) 活動年数」については、現在に到るまでの通算年数を表示すること。また、活動年数
　　　は要綱に定める年数要件を満たしている必要があること。

　　ウ　「(3) 活動頻度」については、活動期間を通ずる年間の平均的活動日数を表示すること（概
　　　数であっても差し支えない）。

　　エ　「(4) 活動時間」については、活動期間を通ずる年間の一日当たり平均的活動時間を表示す
　　　ること（概数であっても差し支えない）。

　(2) 「２ 各年毎（前年度までの過去３か年度を除く）の活動の具体的内容（分野、頻度等）」につ
　　いて
　　　活動期間（前年度までの過去３か年度を除く）を通ずるボランティア活動の内容について、経
　　年的に記入すること。また、できる限り具体的に、かつ、詳細に記入すること。

　(3) 「３ 前年度までの過去３か年度の詳細な活動実績」について

　　　前年度までの過去３か年度の活動実績について、できる限り具体的に、かつ、詳細に記入する
　　こと。

８ 「推薦理由」欄については、簡潔に記入すること。なお、文章の修飾は必要ないこと。

９　「賞罰歴」欄については、表彰者及び対象となった功労の内容を明記することとし、表彰期日の
　順序に従い記入すること。

　　なお、ボランティア功労者に対する厚生労働大臣感謝状を受けている場合、受けた年を記入する
　こと。

10 「参考事項」欄については、表彰を決定するうえで参考となる事項があれば記入すること。また、
　本人の功績を具体的に示すような参考資料（新聞掲載記事等）がある場合は別途添付すること。
